
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 道州制が実現した場合の政策イメージについて（骨子） 

 
道州制の効果を分かりやすく示すことをめざす 

（２つのアプローチ） 

道州制の目的とするところが、どの

ように実現するのか（実現した状態）

を示す 

（道州制の目的） 
①世界的な地域間競争に対応でき

る自立した地域づくり 
②地域のことは地域で決める自治

の向上 
③行財政改革 
④分節型国土の形成 

地域の政策課題がどのように解決さ

れるのかを示す 

（地域の政策課題例） 
・伊勢湾の保全と持続可能な開発・

利用 
・流域の国土保全 
・国際的・広域的観光の振興 
・先端産業・高度産業の振興 

など 

 
①現状と課題 

②解決手法 

②解決手法（制度・体制）を中心

に政策イメージを提示 

 
前提となる 

道州制の姿 

県の在り方検討委員会報告書で提言された「地方から見た望ま

しい道州制」 

・国の地方支分部局が実施している事務の大半と本省が実施し

ている事務の一部を道州に移譲 
・制度づくりを可能とする「立法権の分権・分割」 
・道州内分権を徹底した「顔の見える道州制」 
・自主税源の大幅な拡充と新たな財政調整制度

 
政策を考え

る視点 

「地域の壁（県境の壁）」と「権限の壁」を同時に解消 

・県境を越えるような広域的課題に対して、一体的な取組や

戦略的な取組が可能 
・少なくとも、これまで国の地方支分部局が実施していた事

務を道州が行うことにより、地域の実情の反映、迅速性、

総合性（縦割りの解消）、民主的コントロールの向上 
・広範な自治立法権をもつことにより、地域課題に応じた独

自の制度・政策の立案が可能 

 
政策イメー

ジ（分野） 

効果が高まると思われる政策分野 

①伊勢湾の総合管理 
②流域の総合管理・国土保全 
③国際的・広域的な観光戦略 
④次代をリードする先端産業・高度産業の振興 
⑤効率的・効果的な総合交通ネットワークの形成 
⑥名古屋大都市圏の一体的な都市づくり 
⑦総合的な雇用創出・就労促進対策 
⑧総合的な子育て支援・少子化対策 
⑨地域の個性や大都市との連携を生かした農山漁村地域の振

興 
（各分野について論点を整理するとともに、可能なものから現

行制度と道州制の下での制度のイメージを検討）

（論点の例：①伊勢湾の総合管理） 
伊勢湾は、過去から現在にわたり、沿岸地域のみならず後背地域を含めた地域全体に、恵みと安ら

ぎをもたらしてきた貴重な資産であるが、水質や自然環境の悪化など、本来もつ豊かさ魅力が低下し

たり、地域の持続的発展に当たり、そのポテンシャルが十分に発揮されているのかなどの課題を有し

ている。こうした背景の一つとして、伊勢湾の開発、保全、管理等に関わる制度、事業や実施主体が、

分野ごとに縦割りであったり、県ごとに分かれていることが指摘されるが、道州制のもとでは、分野・

圏域の壁を取り払い、実効性のあるビジョンに基づいた、総合的・一体的な保全・整備・管理等が可

能になるのではないか。 
 

③その効果 

（こちらのアプローチから検討） 


